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南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
国
内
の
パ
ン
タ

ナ
ー
ル
地
域
に
環
境
モ
デ
ル
地
域
を

建
設
す
る
為
、
南
北
米
福
地
開
発
協

会
は
日
本
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
家
が
行
き
、
世
界
か
ら
多
く
の
人

が
来
て
学
べ
る
環
境
農
場
の
建
設
を

成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
一
〇
月
に
始
ま
っ
た
開

発
は
直
接
、
当
協
会
の
神
山
会
長
が

行
い
、
基
礎
を
作
り
、
そ
の
後
、
中

田
実
氏
が
レ
ダ
開
発
の
責
任
者
と
し

て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

上
記
の
建
物
の
写
真
は
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
一
つ
で
、
地
球
の
未
来
を
憂

え
る
世
界
か
ら
の
有
識
者
、
学
者
が

来
て
も
滞
在
で
き
る
環
境
が
出
来
て

お
り
ま
す
。

既
に
、
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
、
日
本
、
韓
国
か
ら
も
訪
れ

て
お
り
、
地
球
環
境
改
善
が
差
し
迫
っ

た
問
題
で
あ
る
事
を
深
く
理
解
し
、

特
に
美
し
い
自
然
に
触
れ
、
そ
れ
ら

の
神
様
が
創
造
さ
れ
た
自
然
を
保
全

し
、
そ
こ
に
集
う
絶
滅
の
危
機
に
あ

る
動
植
物
を
保
護
す
る
事
の
重
要
性

を
再
認
識
し
て
行
く
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
地
で
美
し
い
自
然
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
、
自

然
の
大
切
さ
を
感
ず
る
よ
う
で
す
。

若
い
青
年
も
日
本
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
レ
ダ
を
訪
れ
原
初
の
自
然
に
感
動

し
、
地
球
環
境
を
守
る
為
の
活
動
を

各
国
に
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
通
信
で
は
レ
ダ
で
現
地
の
労

働
者
と
と
も
に
、
環
境
モ
デ
ル
地
域

建
設
の
為
に
、
献
身
的
に
奉
仕
す
る

中
田
代
表
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
最
近
の
活
動
を
を
紹
介
し
ま
す
。

南北米福地開発協会開発地 レダの建設は天から祝福を受け、２００６年出発しています。



レダ基地航空写真（２００６年１月撮影）

排水溝建設指導する中田氏ボートを出し入れする斜路の建設指導する上山氏

牧童とともに馬に乗り牛の管理をする大和田氏 機械器具の修理を現地労働者に教える金子氏
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樹の上に巣を作る習性があるパンタナールを象徴する鳥 トユュのツガイ(レダ基地の中で）

基地内は電気はジェネレーターで起こす自家製
電気関係の整備を担当する小田氏

レダにて通訳が主な仕事の三石氏、

時間があれば芝刈りで環境整備をする。

1月末まで2ヶ月間、
農業奉仕に汗を流した大元氏

二
〇
〇
六
年
度

環
境
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回

三
月
一
六
日

午
前
一
〇
時
ー
午
後
五
時
ま
で

場
所:

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

費
用

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、
レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

第
二
回

六
月
一
八
日

第
三
回

九
月
一
七
日

第
四
回

一
二
月
一
七
日

第
二
回
か
ら
四
回
の
詳
細
は
後
ほ
ど
連
絡
し
ま
す
。


